
令和 4年度 第 1回土木計画学研究委員会 幹事会 議事録 

 
日時：令和 4 年 9 月 14 日(水) 18:00-19:00 
場所：Zoom，キャンパスプラザ京都・第 3 会議室 
 
n 出席者(敬称略) 

委員長：多々納 裕一（京都大学） 

副委員長：柿本 竜治(熊本大学)，田名部淳（地域未来研究所） 

幹事長：小池淳司（神戸大学） 

学術小委員会：呉玲玲(東京都立大学) 

大会運営小委員会：谷本圭志（鳥取大学），中山晶一朗（金沢大学），瀬木 俊輔(神戸大学），大澤 実（京

都大学） 

委員兼幹事：瀬谷創（神戸大学），力石真（広島大学），佐藤啓輔（復建調査設計株式会社），小嶋文（埼

玉大学），白柳洋俊（愛媛大学），杉浦聡志（北海道大学），浦田 淳司（東京大学），チェソン

キョン/崔善鏡（東京工業大学），梶谷 義雄（香川大学），神田 佑亮（呉工業高等専門学校），

鈴木美緒（東海大学），中野一慶(電力中央研究所)，桑野 将司（鳥取大学） 

委員：四童子隆（国土交通省） 

n 欠席者(敬称略) 

学術小委員会：石渡幹夫（JICA），張 峻屹(広島大学) 
秋大会開催校幹事：神谷大介（琉球大学） 

 
n 議事 

1. 開会  

委員長挨拶 

・多々納委員長より挨拶がなされた． 

新任委員挨拶 

・新任委員より挨拶がなされた．崔善鏡委員兼幹事のカタカナ名をチェ・ソンキョンと修正するよ

うに依頼があった． 

 

2. 前回委員会 議事録の確認        

・前回議事録が承認された． 

 

3. 土木学会 出版企画について 

・瀬谷幹事長補佐より，【資料 4】に基づき説明がなされた．『バスサービスハンドブック』改訂版

の出版（喜多 秀行神戸大学名誉教授）1 件の申請が予定されていることが報告された． 

 

4. 学術小委員会からの報告       

・呉学術小委員会幹事長，より【資料 5】の説明があり，Vol39, Vol.40 の査読状況，2022 年度のス

ケジュールについて報告がなされた． 
 

5. 運営小委員会報告：土木計画学研究発表会の準備について 

・谷本大会運営小委員長，瀬木幹事長より【資料 6】の説明があり，開催状況の報告がなされた． 



・谷本大会運営小委員長，中山副委員長より，2023年度春大会の準備状況が説明され，2023年 6月

3-4日に福岡大学で開催予定であることが説明された． 

・谷本大会運営小委員長より，2023年度の秋大会について，現時点で茨城大学を候補として交渉中で

あることが説明された． 

・次回の幹事会（土木計画学研究委員会）を，秋大会の前日 2022年 11月 10日の 18時から，那覇市

中心部においてハイブリット形式で開催することとなった． 

 

6. 調査研究拡充支援金の配分について 

・小池幹事長より【資料 7】に基づき説明があった． 
・昨年度同様に小委員会に予算を振り分けることについて，次回の土木計画学研究委員会において，

幹事会執行部より原案を示すこととなった． 

 

7. 重点研究課題募集について 

・小池幹事長より【資料 8】に基づき説明があった． 
・小委員会に対して情報提供を行い，申請を呼び掛けることとなった． 
 

8. 第 1回土木学会論文集計画部門意見交換会について 

・小池幹事長より【資料 9】に基づき説明があった． 
 

9. 幹事会からの報告 

計画学 COVID-19 調査について 

・瀬谷委員より現状について報告があった． 

「政策と実践」学術小委員会 

・白柳委員より，【資料 10】に基づき説明があった． 

・D3 特別企画「土木計画学：政策と実践」は，土木学会論文集 D3(土木計画学)78 巻 6 号であること

が確認された． 

HP 担当 

・小嶋委員より，【資料 11】に基づき説明があった． 

国際セミナー 

・海外の先生を招聘した場合の講演会などを国際セミナーへ登録するように，担当の力石委員より

IP メールで呼びかけることとなった． 

国際センター・出版委員会 

・佐藤委員より，IP メールにおいて電子書籍に関するアンケートへの協力のお願いを呼び掛けるこ

とが報告された． 

全国大会研究討論会 

・全国大会研究討論会における土木計画学研究委員会主催の「VUCA時代の土木計画学」について，

動画の公開可能性を土木学会・講演者に問い合わせ，問題がなければ公開することとなった． 

防災担当 

・防災担当は，計画学委員会の中での災害調査を交通整理する役割を果たすことが確認された． 

（備考：会議後に幹事長・防災担当と調整し，次回の会議に防災担当より素案を示していただくこと

になった）． 

 



10. その他 

特になし 

 

以上 


